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資料６ 

その他の修正 対照表 
 ページ 修正前 修正後 

 １ 例言ほか 滋賀県文化スポーツ部 
 

滋賀県観光文化スポーツ部 
（ｐ５の４行目と 12 行目、ｐ64 とｐ66 の表
中も同様に修正） 

 ２ ｐ１ 
９行目 

本市には湖南三山と呼ばれる国宝
の建造物や信仰に関わる美術工芸
品、東海道沿いの観光名所の一つで
あった天然記念物など、～ 

本市には湖南三山をはじめとした国宝の建造
物や、信仰に関わる美術工芸品、唯一無二の天
然記念物など、～ 

 ３ 29～30
行目 

基本計画であり行動計画でもある 基本計画かつ行動計画である 

 ４ 注釈１ 発信力を強めることにしました。 発信力を強めることを目的にこのキャッチフ
レーズを造語しました。 

 ５ ｐ３注釈 ※ｐ37 等で触れる「歴史文化」につ
いて、ここで定義を記載しておく。 

文化庁の『文化財保存活用地域計画パンフレ
ット』では、「地域に固有の風土の下、先人に
よって生み育まれ、時には変容しながら現代
まで伝えられてきた知恵・経験・活動等の成果
及びそれらが存在する環境を総体的に把握し
た概念。歴史文化の特徴は、地域らしさ、地域
の特徴をあらわす。」と定義されています。 

 ６ ｐ５ 表１ 協議会委員名簿を更新 
（学校長２名追加、大濱委員と谷口委員は７
年度まで） 

 ７ ｐ８ 
３行目 

野洲川に沿って展開する平野部、～ 野洲川に沿って展開する平野と、～ 

 ８ ９行目 鈴鹿山脈南部から流れ出す川です。
山の南西側の斜面に水を集めて流
れ、～ 

鈴鹿山脈の南西側斜面から集まった水が流れ
出し、～ 

 ９ 17 行目 特に由良谷川、家棟川および～ 改行詰める 
 10 ｐ10 

８行目 
石灰岩（大理石） 結晶質石灰岩（大理石） 

 
 11 図６ 凡例に石灰岩がない 海成層・石灰岩 
 12 ｐ13 

８行目 
「マツ枯れ」や「ナラ枯れ」が起き
ています。そのため、地面をしっか
り支える力が～ 

「マツ枯れ」や「ナラ枯れ」が起きており、そ
のため、木による地盤を支える力が～ 
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 ページ 修正前 修正後 
13 11 行目 本市の植生の内、～ 本市の植生のうち、～ 
14 21 行目 しかし、平松の～ 改行詰める 

 15 ｐ14 図８のデータが古い 環境省ジオポータルの GIS データを参考に差
し替え 

 16 ｐ15 図９ 村境は正しいか？ 下田村と岩根村の境の線を修正（参考：滋賀県
甲賀郡図） 
何年時点での境界線か明記する。 

 17 ｐ20 
９行目 

観光客が少ない傾向にあります。 観光客が少ない自治体にあたります。 

18 図 14  令和６年の入込客数を追加 
 19 ｐ22 

 
（１）有史以前 
本市の～ 
（２）原始 
本市の～ 

（１）原始 とまとめる。 
（２）古代、（３）中世… と番号ずれていく。 
26～27 行目に、大津宮についての記述を追加
する。 
「天智天皇６年（667）に飛鳥から近江大津（現
大津市錦織）に都が移されましたが、この大津
宮は天武天皇元年（672）に起きた壬申の乱に
より、わずか５年で廃都となりました。」 

20 35 行目
～ 

これら３寺は現在湖南三山として
本市の重要な観光資源となってい
るほか、今日まで 1,200 年以上法灯
が守られ続けている県内有数の古
刹として重要です。 

これら３か寺は今日まで 1,200 年以上法灯が
守られ続けている県内有数の古刹として重要
であり、現在湖南三山として本市を代表する
観光資源となっています。 

21 注釈２ 環状の金属製の装飾品。 環状の銅に金メッキや金板を巻いて作った装
飾品。 

 22 ｐ24 
１ ～ ３
行目 

また柑子袋の上葦穂神社境内には、
柑子袋が東淀領であったことを示
す領示石が残っており、当時の～ 

また三雲地域には、かつて柑子袋が淀領であ
ったことを示す領界碑が各地に残っており、
当時の～ 

23 10～11
行目 

松尾芭蕉の『野ざらし紀行』や『桂
川連理柵』、『丹波与作待夜の小室
節』などの文芸作品に登場し、～ 

浄瑠璃『桂川連理柵』や『丹波与作待夜の小室
節』、松尾芭蕉の『野ざらし紀行』などの文芸
作品に登場し、～ 

 24 ｐ25 「国分橋梁に残る関西鉄道社章」の
写真 

当市の未指定文化財リストにないものを使用
していたため別の写真に差し替え 

 25 ｐ29 
２行目 

８月１日現在で 969 件の～ ～971 件の～（他の部分も同様に未指定文化財
の数を修正） 
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 ページ 修正前 修正後 
 26 ｐ30 

15 行目 
社寺建築以外でも石造の五輪塔や
～ 

社寺建築以外でも五輪塔や～ 

27 29 行目 木造狛犬や江戸時代に～ 木造狛犬や、江戸時代に～ 
28 32 行目

～ 
地域で大切に守られている石仏が
多いことが特徴です。 

いずれも地域で大切に守られてきたもので
す。 

 29 ｐ32 
７ 行 目
～ 

日本全国でかつて行われていた勧
請縄吊りは今も各地域で行われて
います。 

勧請縄吊りが今も各地域で行われています。 

30 19 行目 「100 年フード」 「100 年フード」（ｐ36 参照） 
 31 ｐ33、34 

 
ｐ34 灰山の写真があるが本文に記
載がない 

ｐ34 灰山の写真をｐ33 に移動し吉御子神社
に差し替え。ｐ33 八丈岩の写真は削除。 

 32 ｐ38 
８行目 

重要な水陸路として 重要な内陸水運路として 

 33 ｐ41 
26 行目 

公立大学法人滋賀県立大学 滋賀県立大学 

 34 ｐ42  
表 10 25
～26 行目 

石部・善隆寺墓地の調査 民俗調査であるため、「記念物―遺跡―墓地」
ではなく「有形文化財―」に移動 

 35 ｐ45 
９～ 16
行目 

遺跡は、～（略）～一部の地域しか
把握できていません。 
名勝地は、～（略）～把握調査は実
施していません。 
地質鉱物は、（略） 
そのため、それぞれ把握調査が必要
です。 

遺跡は、～（略）～一部の地域しか把握できて
いないため、追加の把握調査が必要です。 
名勝地は、～（略）～把握調査は実施していま
せん。そのため、把握調査が必要です。 
地質鉱物は、（略） 

36 28 行目 把握状況に差があります。そのた
め、～ 

把握状況に差があります。また、埋蔵文化財の
保存のための調査も不十分です。そのため、～ 

 37 ｐ46 10
～11 行目 

本市らしさとして市民だけでなく
～ 

「湖南市らしさ」を形づくるものとして市民
だけでなく～ 

 38 ｐ48 
15 行目 

既存の成果を踏まえた新たな追加
の把握調査が必要です。 

既存の成果を踏まえた追加の把握調査が必要
です。 

39 20 行目 追加の調査や、～ 追加調査や、～ 
40 24 行目 範囲調査を行います。 範囲確認調査を行います。 

 41 ｐ52 
15 行目 

～SNS などを活用して～ ～SNS などデジタル媒体を活用して～ 
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 ページ 修正前 修正後 
 42 ｐ56 

 
課題と方針それぞれに「・」を１項
増やす（２番目と３番目の間） 

課題 
・地域における文化財保護に関わる人同士が
つながりを築けるような支援が必要です。 
方針 
・地域における文化財保護に関わる人のつな
がりを築くための支援を行います。 

 43 ｐ66 
２ ～ ４
行目 

文化財の防災・防犯のため、平時か
ら文化財の所有者や管理者と情報
を共有し、文化財の異変の有無など
状況確認を行います。また、災害発
生時や盗難・破損などの被害を受け
た時の連絡体制を整えます。 

平常時から文化財の異変の有無や想定される
危機などの情報を所有者や管理者と共有し、
災害や犯罪への対応体制を整えます。加えて、
災害発生時や盗難・破損などの被害があった
際に迅速に連絡・対応できる体制を確立しま
す。 

44 ｐ80  三雲地域の未指定文化財リストに２件追加 
「家棟川隧道扁額」「妙感寺流供養碑」 

 


